
阿武隈川の流域治水に係る県の取組について

福 島 県
令和６年１月23日

第27回福島県河川審議会

資 料 ２



①阿武隈川白河圏域河川整備計画の策定状況について

②準用河川阿由里川の一級河川指定について

③千五沢ダムの再開発事業について

④特定都市河川の指定について
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①阿武隈川白河圏域河川整備計画の策定状況について
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河
川
工
事
、
河
川
の
維
持

定める事項（河川法施行令第１０条の２）
◯当該水系に係る河川の総合的な保全と

利用に関する基本方針
◯河川の整備の基本となるべき事項

・基本高水並びにその河道及び洪水調節施設
への配分に関する事項

・主要な地点における計画高水流量、計画高
水位、計画横断形に係る川幅、流水の正常
な機能を維持するため必要な流量に関する
事項

河川法第１６条

河
川
整
備
基
本
方
針

定める事項（河川法施行令第１０条の３）
◯河川整備計画の目標に関する事項
◯河川の整備の実施に関する事項

・河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに
当該河川工事の施行により設置される河川管
理施設の機能の概要

・河川の維持の目的、種類及び施工の場所

河川法第１６条の２

河

川

整

備

計

画

⾧期的な河川整備の最終目標 河川整備基本方針に沿って定める
中期的な整備の内容
（計画対象期間：20～30年程度）

河川整備基本方針
の案の作成

河川整備基本方針
の決定・公表

（一級河川の場合）
社会資本整備審議会

（二級河川の場合）
都道府県河川審議会

意見聴取

河川整備計画の
案の作成

河川整備計画の
決定・公表

学識経験からなる流域
協議会において協議

意見聴取

住民意見の反映のため
計画案の縦覧を実施

関係住民

（一級河川の場合）
関係都道府県知事
（二級河川の場合）
関係市町村⾧

意見聴取

はじめに ～河川整備基本方針と河川整備計画～
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１ 阿武隈川の県管理区間の河川整備計画策定状況

 阿武隈川における県管理区間については、流況等を鑑み福島圏域、二本松圏域、郡山圏域、白
河圏域及び社川圏域の５つの圏域に分けている。

阿武隈川水系

社川圏域

二本松圏域

福島圏域

郡山圏域

◎ 福島市

郡山市◎

白河市◎

阿

武

隈

川

白河圏域

：河川整備計画策定済圏域
：圏域（水系）境界

：河川整備計画未策定済圏域

：国管理区間上流端

 策定にあたっては、令和元年東日本
台風の被害を受け、国が整備するこ
ととした阿武隈川上流遊水地群の計
画と整合を図り、地域の治水安全度
向上を図る。

 白河圏域以外の４圏域については河川整備計画が策定されて
おり、今回、白河圏域の河川整備計画を策定するもの。



阿由里川

圏 域 関 連
市 町 村

２市：白河市 須賀川市
３町：矢吹町 石川町 鏡石町
４村：西郷村 泉崎村 中島村 玉川村

人 口 約14万人
河 川 数 14河川
河 川 延 ⾧ 約154km
流 域 面 積 約348km2

：国管理区間上流端
■ ：国立公園

２ 白河圏域の概要
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 阿武隈川白河圏域は一級河川阿武隈川本川の国管理区間から上流であり、２市、３町、４村が
属する14河川の流域で、一級河川の延⾧は約154km、流域面積は約348km2の地域である。

位置図 白河圏域の概要

阿武隈川上流遊水地
整備予定箇所（国事業）



阿武隈川上流域（雪割渓谷） 阿武隈川中流域（吉岡橋付近）

寒晒橋付近（谷津田川）小峰大橋付近（阿武隈川）

こみね・あぶくま公園

３ 圏域内の河川状況

 上流域（蓬隈橋から県管理区間上流端）は、自然環境が豊かなことから日光国立公園に含まれ
ている川幅は狭く、渓流・渓谷になっており、瀬と淵が短い間隔で連続している。

 中流域（うつくしま大橋～蓬隈橋）は、田園地帯を蛇行しながら支川を集める川幅が比較的広
く、州と澪筋を形成しながら緩やかに流れる。

 市街地域（主に谷津田川白河IC付近より下流、阿武隈川白河市付近）は、河川整備が進んでい
る広大な河川敷に整備された「こみね・あぶくま公園」や谷津田川の近自然型川づくりによる
水辺・親水空間は、緑や水辺が鳥や小動物の貴重な生息空間になるとともに、地域住民の憩い
の場となっている。
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発生年月 洪 水 発 生 要 因

白 河 観 測 所 （ 気 ） 白河観測所
（ 国 ）

最 大
時 間 雨 量
（ m m ）

総 雨 量
（ m m ）

最 大 流 量
（ m 3 / s ）

S61.8 台風10号 29.5 241.5 503

H10.8 豪雨 61.0 429.0 588

H14.7 梅雨前線豪雨及び台風6号 29.5 251.5 308

H23.9 台風15号及び豪雨 36.5 267.0 385

R1.10 台風19号 44.5 373.0 493

主要洪水の規模
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４ 治水事業の変遷

国道4号
東北新幹線

堀川

阿武隈
川H10.8洪水 （堀川合流点：阿武隈川）

R1.10洪水 （阿武隈川上流遊水地群事業箇所）

阿武隈川上流遊水地
整備予定箇所（国事業）

 白河圏域においては、昭和27年に阿武隈川の河川改修が開始し、昭和57年以降は堀川、谷津田
川等の支川の改修も順次進めており、平成12年には堀川ダムが完成するなど白河市街地の甚大
な被害は解消されたが、泉川合流点下流の未整備区間等で浸水被害が生じている。

：国管理区間上流端

：平成10年8月洪水 浸水区域

：令和元年10月洪水 浸水区域



第１遊水地
約130ha
（鏡石町）

第２遊水地
約120ha
（玉川村）

第３遊水地
約100ha
（矢吹町）

位置図

直轄管理区間
上流端

 令和元年東日本台風による浸水被害に対する治水対策の１つとして、
国が阿武隈川上流において遊水地群の整備を進めている。

整備目標：令和元年東日本台風規模の洪水から阿武隈川の洪水被害を防止
事業期間：令和３年度～令和10年度
事業箇所：鏡石町、矢吹町、玉川村
面 積：約350ha（鏡石町約130ha、矢吹町約100ha、玉川村約120ha）
移転対象：全131戸（鏡石町66戸、矢吹町８戸、玉川村57戸）

５ 阿武隈川上流遊水地群の概要

※航空写真：Googleマップより

阿
賀
川

阿
武
隈
川

久
慈
川

遊水地群事業箇所
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泉郷川

金波川

泉川

阿武隈川

阿武隈川

谷津田川

千歳川

堀川

真名子川

高橋川

社川堀川ダム

3.7km

河 川 区 間 延 ⾧

阿武隈川 うつくしま大橋～泉川合流点 7.8km

阿由里川 阿武隈川合流点～県道矢吹小野線上流 1.7km

谷津田川 国道4号白河IC付近～西郷村上野原地内 3.7km
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６ 整備計画の対象区間

阿由里川

阿武隈川上流遊水地
整備予定箇所（国事業）

[ 凡 例 ]
：既往整備区間（完成）
：既往整備区間（暫定）
：未整備区間
：整備計画対象区間
：国管理区間上流端

 国が整備する遊水地群に合わせて地域の治水安全度の向上を図るため、泉川合流点下流の未整
備区間L=7.8km、阿由里川L=1.7km及び谷津田川の未整備区間L=3.7kmを白河圏域河川整備計
画に位置付け、河川改修を進める予定。



環境に対する保全対策の例
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７ 河川改修の概要

 対象区間の河川改修については、主に築堤や河道掘削を予定している。
 河川整備計画策定にあたっては、環境調査結果を基に有識者の意見を聴収し、環境保全に必要

な対策、施工方法などを確認しながら改修方法を検討している。

【現地環境調査実施状況と予定】
・ 植生調査：R4.10.27～10.28 （阿武隈川（社川合流点上流）、谷津田川）

：R5.9.21～9.22 （阿武隈川（社川合流点下流）、阿由里川）
・ 魚類調査：R5.9.21 （阿武隈川、阿由里川、谷津田川）

環境調査の様子



②準用河川阿由里川の一級河川指定について
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第三遊水地
（矢吹町）

第二遊水地
（玉川村）

第一遊水地
（鏡石町）

阿武隈川

乙字ヶ滝

明
神
橋

荒池

大池

L=
6.

5k
m
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矢吹町

 準用河川阿由里川は国が開催する社会資本整備審議会河川分科会に諮問され、令和５年９月４
日に一級河川に指定された。

 阿由里川は矢吹町内を流下する河川であり、周辺の用排水路や水田と一体となった動植物の生
息・生育環境が形成され、延⾧は約6.5km、流域面積は約15.5km2である。

 昭和50年に矢吹町が準用河川に指定し、昭和50年代にほ場整備により河川改修が行われている。

１ 阿由里川の概要

※航空写真：Googleマップより



鈴 川
（県管理）

泉 郷 川
（県管理）

阿由里川
（矢吹町管理）

流域面積（km2） 14.8 21.5 15.5

流路延長（km） 7.5 7.7 6.5

標高差（m） 37.5 135 36.9

流路勾配 1/200 1/57 1/240

現況の改修規模 1/5 1/5 1/3程度

２ 令和元年東日本台風における遊水地群に係る阿由里川の被害状況

 阿由里川において、令和元年東日本台風による被害は阿武隈川本川からの背水によるもの
だけでなく、自己流区間※においても河川の氾濫が発生した。

 一方、遊水地群に係る他の県管理河川である鈴川及び泉郷川については、背水被害は発生
したものの、阿由里川と比べて河川の改修規模も大きいことから自己流区間での氾濫は確
認されていない。
※本川からの影響を受けない支川の流下区間

阿由里川の自己流区間における被害状況

 流域面積等を県管理河川と比
較しても遜色がない一方、阿
由里川の現況の改修規模は
1/3程度であり、県管理河川
である他２支川よりも改修規
模は小さい。

 地域住民からは遊水地群の整
備と合わせた阿由里川の河川
改修が求められている。

阿武隈川上流遊水地群に係る３支川の概要
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３ 阿由里川の１級河川指定に関する矢吹町からの要望

14

 令和元年東日本台風の被害を受け、阿由里川の河川改修が求められているが、矢吹町は県
に対して、財政面の負担や技術的な対応が困難であることから、阿由里川を一級河川に指
定し、県管理河川とするとともに県により河川改修を実施するよう要望があった。



４ 阿由里川を１級河川に指定

 これらの経緯や遊水地群の整備地域である特殊性を踏まえ、県は、鈴川、泉郷川、阿由里川
を一元的に管理し、遊水地群近隣において一定の治水安全度の確保を図るため、阿由里川を
一級河川に指定することとした。

 現在は測量・設計を実施しており、引き続き遊水地群整備と合わせた河川改修を進めていく。

１級河川指定に係る国のプレス発表 阿由里川の河川改修スケジュール（案）
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令和５年度 令和６年度 令和７年度

令和８年度 令和９年度 令和10年度

遊水地群の整備と合わせた
河川改修を進める

9/4 １級河川指定

・現地測量
・用地権利者調査
・護岸設計

・橋梁設計

・用地測量
・地質調査

・用地買収

・橋梁工

・築堤・護岸工



③千五沢ダムの再開発事業について
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千五沢ダムは農業用水専用ダムとして建設されました｡

流域概要図
既設千五沢ダム諸元

１ 千五沢ダムの概要及び位置図

石川町

位置図
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農業用水専用の千五沢ダムに
新たに洪水調節機能を付加します｡

現 在

水田や畑の
耕作に必要な
農業用水を
供給

地元石川町や
須賀川市など
約2,100㏊

現在の千五沢ダム

将 来

農業用水
＋

洪水調節機能

大雨が降った
時に川の水量
を調節します

２ 千五沢ダム再開発事業の概要
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空き容量を洪水調節容量として活用します｡
千五沢ダム利用計画の推移

流 水
維持容量
20 0千㎥

5400千㎥

洪水調節
容 量
4400千㎥

３ 千五沢ダム利用計画の推移

耕作面積の減少
約4,000ha→約2,100ha

ダムの空き容量
5,400千㎥を
洪水調節に活用

(平成8年度に福島県が
東北農政局から買取り)

千五沢ダム再開発事業
として認可

（治水機能の付加）
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既存施設を活かして､最大限の効果を引き出します｡
空き容量を治水容量として有効活用します

川の水量を調節し、台風や大雨による洪水被害が軽減されます

安定した河川流量を確保し、河川環境の保全を図ります

ダムのゲートが撤去されるため、ダムの管理が容易になります

改築前のゲート

４ 千五沢ダム再開発事業のメリット

既 存 施 設を 活 かし 、 石 川 町 を 水 害 から 守 りま す 。

昭和41年9月の台風26号
（戦後最大洪水）

計画高水流量250㎥/s

洪水流量120㎥/s

千五沢ダム（130㎥/s貯留）
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５ 再開発工事の内容

ゲート式洪水吐きを撤去し、ラビリンス型洪水吐きに改築します

①流入部洪水吐き改造
（ラビリンス型洪水吐き）

②重力式ダム新設
（袖部の止水対策）

③水位低下設備新設
（緊急時の水位低下）

④管理棟新設・管理設備更新

⑤上流進入路・仮締切
（仮設工）
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６ 洪水調節の仕組み

洪水時は常用洪水吐きから､自然に流量を調節します

常用洪水吐き（オリフィス）位置
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７ 洪水調節の仕組み

洪水調節時流下イメージ

非常用洪水吐越流イメージ
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８ 進捗状況 航空写真 1～6シーズン（H26～R1）

1シーズン目

H27.3.27撮影

H28.3.16撮影

H29.2.26撮影

3シーズン目

2シーズン目

4シーズン目

H30.3.15撮影

5シーズン目

H31.2.6撮影

R2.2.12撮影

6シーズン目
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９ 進捗状況 航空写真 8シーズン（R3）

8シーズン目

R3.11.13撮影

上流進入路

上流仮締切

流入部

導流部
解体工

左岸作業ヤード
（ｺﾝｸﾘｰﾄ積替設備）

重力式ダム部

水位低下操作室
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10 既存のダムを改築する時の課題

ダムを運用しながら施工するため、工事に時間がかかりました

・洪水が発生しやすい期間と、農業用水が必要な期間を避けて工事を行うため、一年のうち
４ヶ月しかない状況でダム湖内の工事を行いました。

・そのため、平成２６年度に着手してから、現在まで１０年の歳月がかかりました。
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11 進捗状況

令和5年９月に千五沢ダムの洪水吐き工事が完了しました
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12 千五沢ダム試験湛水について

・令和5年10月11日からダム堤体及び貯水池の安全を確認するために試験湛水を行いました。

・小雨により予想よりも10日間遅れましたが、令和5年12月31日に洪水時最高水位に到達し、
安全性を確認した後、平常時最高貯水位まで水位を下げ、令和6年1月7日に終了しました。

・試験湛水開始

試験湛水ゲート設置
28



13 千五沢ダム試験湛水について

・洪水時最高水位到達 令和５年１２月３１日～令和６年１月１日

令和6年1月1日9時撮影
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14 千五沢ダムの運用開始について

・現在は、農林水産省からの委託を受け、石川町が管理していますが、
今年度中に事業を完了し、令和6年4月からは治水機能が付加されることから、
河川管理者である県が管理を行ってまいります。
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15 工事の広報について

・試験湛水中に地元の小学生やマスコミ等へ、千五沢ダムの見学会を開催し、
ダムの目的や工事の概要について説明するなど、広報活動を行ってまいりました。

『地元の小学生の現場見学会』の状況 『マスコミを対象とした現場公開』の状況

《小学生の感想》
・ダムが川の氾濫を防いでくれることがわかった。
・防災について勉強することができた

などの感想が寄せられました

31



④特定都市河川の指定について
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※出典:国土交通省

１ 特定都市河川の概要
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【指定済河川】
法改正前:8水系64河川
法改正後:11水系192河川

逢瀬川

谷田川

釈迦堂川

令和元年東日本台風における浸水被害状況（郡山市）

阿武隈川水系逢瀬川 阿武隈川水系谷田川

出典:国土交通省ホームページ公表資料（一部加工）

• 特定都市河川は全国で１９水系２５６河川が指定されている（令和６年１月１５日時点）。
• 県内では、令和元年東日本台風において甚大な浸水被害が発生した阿武隈川水系の釈迦堂川、逢瀬川、
谷田川の３河川において、特定都市河川の指定に向けた法手続きを進めている。

• 阿武隈川水系釈迦堂川は国管理区間を含むことから国が指定を行い、阿武隈川水系逢瀬川及び谷田川に
ついては県が指定を行う。

２ 特定都市河川指定に向けた取組状況
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阿武隈川水系逢瀬川 阿武隈川水系谷田川基本方針：両流域の浸水被害対策をさらに推進するために、以下の取組が必要。

① 現在、各計画に基づき実施している河川、下水道のハード対策については、整備計画規模の降雨に対して、氾濫の発生を防
止するとともに、それを超える降雨に対しても被害を軽減する効果があるため、整備の加速化を図り、着実に取組を進めて
いく。

② 河川、下水道の管理者、流域自治体に加え、民間事業者や流域住民、農業関係者など流域の関係者全員が目標を共有し、そ
れぞれができる流域対策を進めていく。

③ 浸水リスクを踏まえた土地利用の検討を進めるなど「水災害に強く、住み続けられるまちづくり」を目指す。
④ 気候変動に伴う降雨量の増大及び現計画におけるハード整備後も残余する浸水リスクについては、被害軽減に係る各種ソフ

ト対策の強化に加え、浸水被害軽減に向けた具体的な対策メニューの検討を進めていく。

これらを効果的、計画的に実行していくため、特定都市河川浸水被害対策法を活用し、法定計画に基づき、浸水被害対策を進めていく。

0.1～0.5m未満

0.5～1.0m未満

1.0～2.0m未満

2.0～3.0m未満

3.0～4.0m未満

4.0～5.0m未満

5.0m以上

凡例

浸水した場合に想定
される水深(ランク別)

逢瀬川

第３回検討会開催状況 逢瀬川流域における氾濫解析結果（気候変動考慮） 特定都市河川対策イメージ（出典:国土交通省）

馬場川

阿
武
隈
川

郡山市役所

郡山駅

• 令和４年１０月に国、県、流域市村、学識経験者で構成される「逢瀬川及び谷田川流域水害対策検討
会」を設立し、流域治水の推進、特定都市河川の指定について議論。

• 令和５年８月に開催した第３回検討会において、両流域の浸水被害対策の基本方針をとりまとめ、特定
都市河川の指定に向けた法手続きを進めていくことの了承を得た。

• 関係機関との事前調整が完了したことから、令和６年１月から流域市村への意見聴取を実施している。

２ 特定都市河川指定に向けた取組状況
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※法指定に係るｽｹｼﾞｭｰﾙは、現時点の予定

3【逢瀬川・谷田川】特定都市河川指定に向けたスケジュールについて（予定）
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